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はじめに

　2012 年 7 月 13 日、米国証券取引委員会
（SEC）のスタッフは、スタッフによる最終報
告書「米国の発行企業の財務報告制度への国際
財務報告基準の組込みを検討するためのワー
ク・プラン」（以下「本最終報告書」という。）
を公表した。
　2010 年 2 月以来、SEC のスタッフは、ワー
ク・プランの実行に多大な資源を費やしてき
た。このプロセスを通じ、米国の発行企業（以
下「米国企業」という。）の財務報告制度に国
際財務報告基準（IFRS）を組み込むことの潜
在的な影響及び関連する費用対効果についての
SEC のスタッフの理解は著しく深まった。本
最終報告書は、ワーク・プランが扱う領域につ
いて SEC のスタッフが学んだことを要約した
ものであり、SEC が、検討する他の要素と合
わせ、IFRS を組み込むかどうかを判断するに
当たっての材料となるものである。本最終報告
書は、SEC の承認を経たものではなく、SEC
及びその委員の見解を必ずしも反映したもので
はない。
　本稿では、本最終報告書の概要を紹介する。
米国財務会計基準審議会（FASB）のボード・
メンバーやスタッフが、個人の見解を表明する

ことは奨励されており、本稿では、筆者個人の
見解が表明されている。会計上の問題に関する
FASB の公式見解は、厳正なデュー・プロセ
ス、審議を経たものに限られている。

本最終報告書が採用したアプロー
チ

　ワーク・プランの実行に当たり、SEC のス
タッフは、IFRS を組み込むかどうか、また、
組み込むとした場合にどのように組み込むの 
かについて、幅広く選択肢を検討した。その 
選択肢の範囲には、何もしないということか
ら、米国企業が財務諸表を作成する上で IFRS
を「一般に認められた」会計基準に指定する 
ことまでが含まれた。しかし、調査の早い段 
階で、IFRS を米国において使用する会計基準
に指定するアプローチは、米国の資本市場の 
参加者の圧倒的多数により支持されておらず、
世界の他の主要な資本市場において採用され 
ている組込方法と整合していないことが明ら 
かになった。そこで、SEC のスタッフは、エ
ンドースメント（承認）メカニズムや、FASB
と国際会計基準審議会（IASB）が公表する会
計基準のコンバージェンス（収斂）といった、
他の考えられる組込方法を検討することとし
た。

解説 IFRSの組込みに関する米国
SECのスタッフによる最終報告書
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　他の考えられる組込方法を検討することを決
定するに当たり、SEC のスタッフは、主とし

て次の 3つの要因を考慮した。

　上記の理由により、米国の財務報告社会にお
いては、米国企業が米国内で報告する上で、使
用する会計基準を IFRS に指定することについ
て、相対的に支持が少ないようである。一方
で、米国が、単一の組の高品質のグローバルに
認められた会計基準という目標に対するコミッ
トメントを示しながら、上記の懸念に対処する
ような、他の IFRS の組込方法を探究すること
については、相当の支持があることが判明し
た。したがって、SEC のスタッフは、他の考
えられる IFRS の組込方法を検討することとし
た。
　ワーク・プランは、6つの領域において SEC
のスタッフが分析を行うこととしており、本最

終報告書においても、それぞれの領域について
報告がされている。以下は、それぞれの領域に
おける議論を要約したものである。

米国内の財務報告制度として十分
な IFRSの開発及び適用

⑴　IFRSの開発
　IASB により、IFRS の包括性は著しく改善
されてきた。IASB は、単独での会計基準設定
及び FASB との収斂に関する作業を通じ、
IFRS を改善してきた。SECが、2010 年に「コ
ンバージェンス及びグローバルな会計基準を支
持する委員会声明」を公表した当時、現時点で

①　会計基準に対する影響力
　会計基準の適切性を検証する手段なしに IFRS を用いている国は、ごくわずかである。ほとんどの国
は、一般的に、自国の報告制度に IFRS を組み込む上で、何らかの仕組みに依存している。その仕組み
には、IFRS を必ずしも完全に組み込むことなく、自国の会計基準と IFRS の収斂を図るというものか
ら、新しい IFRS の会計基準が一定の規準を満たす場合に、会計基準ごとに IFRS を自国の会計基準に
組み込むような、さまざまな形の承認アプローチまでがある。
　承認プロセスは、ある国が、提案されている会計基準を却下するかもしれないという可能性が、会計
基準の範囲、特定の取引の会計処理、又はプロジェクトの完了時期等に関する IASBの意思決定に影響
を与える可能性があるため、会計基準設定プロセスに対して、より大きな影響力をその国にもたらす可
能性がある。
②　転換の負担
　大多数の企業は、直接、IFRS に移行した場合、多大なコストと投資家の混乱をもたらす可能性があ
ることに懸念を表明した。多くの企業は、完全に IFRS を採用した場合のコストは、会計上の目的でこ
れまでに要求されてきたコストの中でも最も大きいものであり、対応する直接的な便益と比較して、完
全な移行が正当化されないのではないのかと指摘した。SECのスタッフは、IFRS の組込みには、どの
ような形であれ、何らかのコストと労力が必要となると認識している。しかし、SEC のスタッフは、
直接、IFRS に移行しない場合には、総コストが減る可能性がある一方で、組込みにかかる期間が延び
ると理解している。
③　「米国会計基準」の参照
　各産業の規制当局、法曹界その他へのアウトリーチの結果、「米国会計基準」が法律、規制及び多数
の契約において言及されているという SECのスタッフの理解が確認された。参照先を「米国会計基準」
から「IASB が公表する IFRS」に変更することは、不可能に近いとまではいえなくとも、少なくとも
短期的には、必要とされる努力が甚大である。
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FASB と IASB が MoU プロジェクトを完了さ
せていることを想定していた。今日まで、
FASBと IASB は、多くの共同プロジェクトに
ついて、その全部又は一部を完了させており、
残るプロジェクトの一部についても、引き続
き、完了に向けて作業を行っている。しかし、
資本の特徴を有する金融商品に関するプロジェ
クト等、FASBと IASB が改善の必要性を認識
していながら、現時点では完了に向けて資源を
投入していないプロジェクトが複数、存在す
る。また、IFRS には、公益事業等、特定の産
業や取引に関する会計基準が存在しない。既存
の米国会計基準が、よりレリバンスのある情報
を利用者に提供している特定の産業に属する米
国企業にとっては、指針が存在しないことは問
題となる可能性がある。

⑵　IFRSの適用
　それぞれの国のローカルな会計基準に基づく
財務報告書を比較するという代替案に比べ、世
界中で IFRS の組込みが広がっていることによ
り、一般的な比較可能性は向上しているように
見受けられる。ワーク・プランの実行に当た
り、SECのスタッフが IFRS に基づく財務諸表
をレビューした結果、一般論として、企業は、
IFRS の規定に準拠しているように見受けられ
たものの、IFRS の適用の質に改善の余地があ
った。具体的に、SEC のスタッフは、IFRS の
適用の評価において次の 2つのテーマを指摘し
た。
① 　IFRS に基づく財務諸表の透明性及び明瞭
性を高めることができる。

② 　適用のばらつきは、引き続き、比較可能性
の課題である。

　また、グローバルな比較可能性が向上してい
るように見受けられる一方で、ローカルな解釈
指針が存在しない場合に、ある国の国内におけ
る比較可能性が向上しているかどうかは、必ず

しも明らかではなかった。しかし、このこと
は、IFRS が十分に包括的な会計基準の体系で
はないことを必ずしも示唆しているわけではな
い。
　IFRS の適用の質を改善する方法として、
IFRS 解釈指針委員会（IFRS IC）の適用指針
を公表するアプローチを改善することが可能で
ある。具体的には、IFRS IC の活動を増やすこ
とにより、より首尾一貫した適用を促進し、ひ
いては比較可能性が向上する可能性がある。
IASB の解釈指針策定プロセスが存在しない場
合、又はこれを補足する手段として、米国の資
本市場において財務諸表を提出する企業間の比
較可能性を向上させるために、米国内において
解釈指針が、引き続き、必要である可能性があ
る。
　さらに、IFRSの適用の首尾一貫性を改善し、
国ごとの IFRS のばらつきを削減するため、規
制当局が作業を行っている。国際証券監督者機
構（IOSCO）及び地域別の組織は、これまで
以上の国際協力を通じ、適用の首尾一貫性に貢
献している。SEC のスタッフは、グローバル
な規模での IFRS の適用及びエンフォースメン
トの首尾一貫性を改善するため、IASB、世界
中の他の証券規制当局、及び会計士業界と作業
することを約束している。

投資家の利益のための独立の会計
基準設定

⑴　IFRS財団のガバナンス構造と米国のニーズ
　SEC のスタッフは、一般論として、IFRS 財
団のガバナンス構造の全体的なデザインが、
IASB を監督しつつ、IASB の独立性を認識し、
これを支持する、合理的なバランスを保ってい
ると考えている。しかし、グローバルな組織に
典型的なこととして、IASB は、単一の資本市
場に着目して会計基準の設定を検討する責務を
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負っていない。米国の投資家及び米国の資本市
場のニーズを考慮するに当たり、SEC のス
タッフは、米国の資本市場のことを考慮し、こ
れを保護するための具体的なメカニズム、例え
ば、積極的に活動する FASBを残し、IASB の
会計基準を承認するといったことも必要となる
可能性があると考えている。

⑵　IFRS財団の財政基盤
　IFRS 財団の財政基盤については、IASB の
設立以来、米国が一貫して資金面での最大の拠
出者となっている。また、米国は、MoU の下
で、IASB と FASB の共同での会計基準設定作
業を支援するために多大な人的資源を拠出して
いる。しかし、近年では、IFRS 財団の評議員
会は、米国に対して設定した資金調達の目標に
到達していない。FASBの母体組織である米国
財務会計財団（FAF）は、IFRS 財団の事業予
算の米国割当分の資金を調達するための適切な
手段を模索することの重要性を指摘しており、
資金調達のメカニズムの開発を支援することを
表明している。
　上記の考察に関わらず、資金調達に関する
SECのスタッフの最大の懸念は、IASB が、大
手の会計事務所に依存し続けていることにあ
る。

⑶　IASBの会計基準設定プロセス
　IASB の会計基準設定プロセスについて、
SECのスタッフは、IASB が、アジェンダ及び
個別のプロジェクトについて投資家からフィー
ドバックを入手する努力を重ねてきたと考えて
いる。IASB が公表する文書に対し、投資家か
らの公式のコメント・レターは少ないことが多
いため、IASB がこれらの関係者に働きかける
ことが重要であるが、IASB はその労を取って
いるように見受けられる。

⑷　IASBの解釈指針設定活動
　SECのスタッフは、IASB が緊急の論点を扱
うタイミングについて改善が必要であると考え
ている。この見解は、IFRS IC が関係者のニー
ズに応えていないという IFRS 財団の評議員会
による戦略レビューにおける市場関係者からの
インプットに類似している。IFRS 財団は、最
近、この懸念に対処するための改革を行ったも
のの、これらの改革はつい最近、導入された
か、導入される過程にあるものであるため、有
効であるのかは現時点では不明である。

⑸　IASBのデュー・プロセス
　IASB のデュー・プロセスは、協議、事実及
び意見の収集、公開の審議、分析、並びに意思
決定の一般への説明に基づいている。IASB の
ボード・メンバーによる各プロジェクトの審議
及び再審議に当たり、財務情報の認識、測定、
表示、及び開示に関するさまざまな可能性につ
いての議論と分析が行われている。IASB の
ボード・メンバーは、プロジェクトの論点につ
いて、技術的に優れているかどうか及び投資家
その他財務諸表の利用者にとっての総合的な有
用性に基づいて意思決定を行っている。SEC
のスタッフの知る限り、IASB のボード・メン
バーが公共の利益のために行動しなかったこと
や、IFRS の設定に当たり、判断の独立性を保
持しなかったことはない。

IFRSに関する投資家の理解及び
教育

　投資家は、一般論として、米国が、単一の組
の高品質のグローバルに認められた会計基準に
移行することを支持している。しかし、米国の
投資家の IFRS に対する支持は、通常、条件付
きである。例えば、投資家は、一般論として、
国際的な収斂を達成するために、会計基準の質
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を犠牲にすべきではないと主張しており、一部
のこれらの投資家は、IASB とその会計基準に
ついて懸念を表明している。また、さらに一部
の投資家は、IFRS の質と IASB の独立性に関
する論点は、SECが IFRS の組込みに関する意
思決定を行う前に扱うべきであると主張してい
る。
　投資家が表明する主要な懸念の 1つは、前述
の他の市場関係者の懸念と同様に、IFRS IC の
アプローチと適時性である。一部の投資家は、
IFRS IC がより積極的に IFRS を解釈すること
により、IFRS の適用のばらつきを狭めること
ができると考えている。また、投資家は、①
IASB の財政基盤に関する独立性の欠如、②
IASB及び IFRS 財団への投資家の参加の欠如、
並びに③会計基準設定プロセスにおける政治的
介入の可能性の 3 点を含む、IASB の現在の基
盤についても懸念を表明している。投資家は、
会計基準は、投資家の意思決定に有用な情報を
提供することを主たる使命とすることを認識し
ている会計基準設定主体により開発されるべき
であると考えている。会計基準設定プロセスに
おける FASB の重要かつ積極的な関与を伴う、
米国の財務報告制度への IFRS の組込アプロー
チとしての承認アプローチは、投資家が表明し
た懸念の多くをなくすか、これを和らげること
ができる可能性がある。
　投資家の IFRS に関する知識は、さまざまで
あるように見受けられる。しかし、SEC のス
タッフが接触した投資家の大多数は、IFRS に
それほど馴染みがなかった。また、投資家の多
くは、会計基準設定プロセスに直接的かつ積極
的に関与しておらず、FASBと IASB へのイン
プットに当たり、企業内の組織その他の団体に
依存していた。投資家は、会計基準の変更につ
いてさまざまな方法によって学んでおり、その
方法には、企業による開示、出版物、及び大手
の会計事務所のウェブキャスト等が含まれる。

しかし、研修の質及び完全さはさまざまであ
る。
　考えられる IFRS の組込方法に関する投資家
からのフィードバックの大部分は、その組込方
法と関連する移行に関する論点についてであっ
た。このフィードバックは、具体的には、段階
的な組込アプローチと、いわゆる「ビッグ・バ
ン」アプローチの長所と短所について述べてい
た。また、どのような移行であっても十分な時
間が与えられるべきであり、開示による追加的
な明確化を行うべきであると述べていた。

規制環境

⑴　「米国会計基準」の参照
　SECによる IFRS の組込みが規制環境に与え
る影響は、IFRSの組込方法に大きく依存する。
SEC を除く各規制当局は、一貫して、連邦法
及び州法、規制上の規定及び指針、並びに契約
において「米国会計基準」を参照する数及びそ
の重大性について指摘している。これらの規制
当局は、米国会計基準を通じて IFRS を米国の
財務報告制度に組み込むこと、すなわち、承認
のための適切なハードルの設定を前提に、
IFRSの内容を米国会計基準に組み込むことは、
それぞれの規制制度において問題となったであ
ろう多数の重要な論点をなくすか、これを和ら
げる可能性があると述べている。また、一部の
規制当局は、IFRS の組込方法によっては、会
計基準設定プロジェクトに対して直接、見解や
懸念を表明することができなくなることについ
て、懸念を表明した。これらの懸念は、FASB
が、組込プロセス及び承認プロセスにおける重
要な役割を果たす場合、ある程度、和らげられ
ることとなる。



38　2012.9　vol.38　季刊 会計基準

⑵　規制産業に固有の会計基準
　複数の規制当局が、米国会計基準には産業に
固有の会計基準が存在し、これがなくなった場
合には、投資家に有用性が低い情報が提供され
るだけでなく、規制制度が損なわれると主張し
た。例えば、IFRS には、FASB によるコード
化体系 Topic 980「規制事業」（従前の FASB
財務会計基準書第 71 号「特定の規制の影響に
関する会計処理」）に相当する会計基準が存在
しない。Topic 980 が認めている、料金規制資
産及び負債を認めないような IFRS の組込方法
は、公益事業の規制当局に大きな影響を与える
こととなる。

作成者に対する影響

　作成者は、一般論として、単一の組の高品質
のグローバルに認められた会計基準という目的
を支持した。しかし、その意見は、作成者の規
模により異なっており、一般的に、比較的大き
い規模の作成者は、比較的小さい規模の作成者
よりも支持をする傾向が強かった。また、作成
者は、一般論として、SEC が今後、IFRS を組
み込むに当たり、最終的なアプローチについて
可能な限り明確にする必要があると述べた。さ
らに、米国が IFRS を組み込み、これに移行す
ることとした場合のその方法が、作成者の意見
に大きな影響を与えると述べた。異なる会計基
準を導入するために必要となる変更は、資源集
約的であり、コストがかかる。多くの優先順位
の高い、主要な共同プロジェクトが、今後、18
か月かけて完了することが予想される中、財務
報告制度が、どの程度、この変化を吸収するこ
とができるのかについて、懸念が表明された。
全員一致ではなかったものの、FASB が IFRS
を米国会計基準に組み込む形での、一定の期間
にわたる管理された移行を選好する作成者が多

かった。

人材の準備状況

　IFRSへの移行の準備状況はさまざまである。
一部の企業の従業員は、既に IFRS に馴染みが
あり、完全な移行に備えて、ほとんど補足する
必要がないのに対し、他の企業の従業員は、米
国会計基準にしか着目しておらず、IFRS の規
定やその開発状況について知識が全くないか、
ほとんどない。移行に際して作成者において必
要となる時間と労力は、米国の財務報告制度へ
の IFRS の組込方法によって大きな影響を受け
る。また、主要な共同プロジェクトの完了によ
り、IFRS と米国会計基準が整合する程度も、
この評価に直接、影響する。
　概して、作成者は、IFRS の組込みに必要な
人材について、既存の従業員を教育するか、
（新しい従業員として、又はコンサルタントと
して）外部の専門家を雇うかにより確保するこ
とができる。既存の従業員を教育した場合、時
間とお金だけではなく、本来行っていたはずの
業務からそれらの従業員をはずすことによる機
会コストについても、大きな投資が必要とな
る。人材を外部から追加した場合、必要な
IFRS に関する専門性を早く築くことができる
可能性があるものの、適格な候補者は限られて
おり、利用可能な才能を上回る需要が存在する
ために、コストが増大する。
　IFRS の組込みに関する人材の需要は、IFRS
への移行方法及び移行期間の影響を受ける。例
えば、短い移行期間での「ビッグ・バン」アプ
ローチは、専門性を社内で築くには時間が短す
ぎ、多くの企業が、同じ適格な外部の候補者の
プールを巡って競争をしている場合には、重要
な負担を強いることになる。より長い移行期間
での「ビッグ・バン」アプローチは、ある程度
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の救済となるものの、特定の日までに、確実に
完全に組み込む場合には、市場関係者に追加的
なコストを強いることになる。一方、一定の期
間にわたり、米国会計基準への変更を段階的に
行う承認アプローチを採用した場合、継続的な
会計基準の変更に対応して、米国会計基準に関
する知識をアップデートするために各人が、現
在、利用している研修及びリソースの種類を用
いて、より伝統的な形で個人が能力を開発する
ことが可能になる。十分な期間にわたり IFRS
を組み込むことにより、現在、FASBが会計基
準を変更するペースに合わせるために各人が経
験している変更の度合いと、変更の度合いはそ
れほど違わなくなるはずである。

おわりに

　本最終報告書を現時点で公表することは、
IFRS の組込みについて、SEC が何らかの方針
を決定したことを示唆するものではなく、示唆
するものであると解釈すべきではない。ワー
ク・プランは、IFRS への移行が米国の証券市
場一般及び米国の投資家にとって得策であるの
かどうかという本質的な質問に具体的に回答す
るよう、デザインされていなかった。米国企業
の財務報告制度に IFRS を組み込むかどうかに
関して SEC が意思決定を行う前に、追加的な
分析と、それが得策であるのかどうかに関する
質問の検討が必要となる。
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